










2012年 2月 10日 : 艮陵会館　記念ホール
東北大学に勤めて 
─ 異端から新しい呼吸器病学へ ─












昭和 22年  4月 26日　兵庫県龍野市生（65歳）
学　　歴　　昭和 48年  9月　　東京大学医学部医学科卒業（大学紛争による 6ヶ月遷延）
職　　歴　　昭和 53年  6月　　自治医科大学呼吸器内科シニア・レジデント
昭和 58 年 12 月　　National Institutes of Health （NHLBI ; Pulmonary Branch, Chief : Dr. Ronald G Crystal）, 
Guest Researcher （Eli Lilly International Fellow from Japan）
昭和 60年 12月　　同 Visiting Associate
昭和 63年  1月　　順天堂大学呼吸器内科学教室助教授
平成  5年  3月　　東北大学抗酸菌病研究所内科部門教授
平成  5年  4月　　東北大学加齢医学研究所腫瘍制御研究部門　呼吸器腫瘍研究分野教授
平成 12年 10月　　東北大学病院　呼吸器内科科長（併任）
平成 19年 12月　　東北大学大学院医学系研究科内科病態学講座呼吸器病態学分野教授（異動）
平成 23年  9月　　東北大学退職，同名誉教授
平成 23年 10月　　みやぎ県南中核病院　顧問
平成 24年  4月　　みやぎ県南中核病院　企業長
学位及び資格　　昭和 48年 12月　　第 56回医師国家試験合格（医籍登録第 220735号）
　　昭和 58年 10月　　医学博士号（東京大学医学部）
学 会 賞　　平成  4年  5月　　日本胸部疾患学会熊谷賞





Editorial Board of American Journal of Physiology （94.7-99.12）
Editorial Board of American Journal of Respiratory Cell and Molecular Biology （98.7-12.05）
Editorial Board of American Journal of Respiratory and Critical Care Medicine （05.6-12.05）
Associate Editor of Respirology （03.10-06.10） 








日本学術会議連携会員（23期 : 平成 23年 10月～26年 9月），
日本内科学会東北支部長（平成 21～22年），
宮城県医師会副会長（平成 20年～22年）




Mentors and Research in the Tohoku University : 
From Heterodox to Innovative Respirology
貫　　和　　敏　　博
東北大学大学院医学系研究科　呼吸器病態学分野　



















































帳を当時出始めの PC で database 化した．Tandy 
RadioShack 社の PC で，database soft の Profile や，



































































































お わ り に
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